
質問回答 

モンゴル国農牧業バリューチェーンマスタープランプロジェクト 

（公示日：2019 年 12 月 11 日／公示番号：19a00793）について、質問の回答は以下のとおりです。 

通

番

号 

当該頁項目 質問 回答 

1.  P3 (6)見積書 

3)以下の費目については、以下に示す

定額を見積もってください。 

a)技術研修費（国内事業費） 

技術研修費とは、特記仕様書案に記載のある本邦

研修という事でしょうか。 

また、その場合、提示されている 500 千円は、1

回の 1 人あたりの金額という理解でしょうか。 

「コンサルタント等契約における研修・招へ

い実施ガイドライン（2017年6月）」8～9ペ

ージに記載している通り、「技術研修費」と

は研修・招へいに係る経費のうち、契約金額

に含めることができる直接経費の一つの項目

を示しています。 

本案件の場合は、「ア）諸謝金」及び「イ）

実施諸費」はＪＩＣＡから支払を予定してい

るため該当外です「ウ）同行者等旅費」とし

て、本邦研修1回分あたりの2名分同行旅費を

定額500千円として計上願います。なお、「エ）

再委託費」は想定していませんので、計上は

不要であることを申し添えます。 

 

本事業中で 3 回実施のため、500 千円×3 回＝

1,500 千円と修正します。当該金額を定額とし

て見積もってください。なお、本邦研修実施

に係る CP 参加費用については本業務契約外

のプロジェクト費用から支出予定です。 



2.  P4（1）評価対象業務従事者について 

2）評価対象とする業務従事者の予定人

月数 

約 33M/M 

全体の人月数を 60M/M とすると、一人当たりの

M/M 数は、評価対象が 33÷3=11M/M となり、評

価対象外は 27÷2=13.5M/M となりますが、評価

対象者の業務と M/M 数とは関係がないという理

解でよいですか・ 

P4「(1) 2)評価対象とする業務従事者の予定人

月数 約 33M／M」と P20「2. (1)（全体）約

60M／M」は関係があります。但し、評価対象

とする業務従事者は合計で約 33MM、評価対

象外の者は残り約 27MM 中でそれぞれ業務と

MM を検討してください。なお、P20（2）業

務従事者の構成（案）に記載のとおり、異な

る適正な配置案があればご提案ください。 

3.  P18 10-3） 

国内外の投資を呼び込むために上記

1-2）のデータを整理し 

「上記 10-2）のデータを整理し」という理解で

よいですか。 

ご理解のとおり「上記 10-2）のデータを整理

し」の誤りですので、修正します。 

 

4.  P19  

７．報告書等 

（１）調査報告書等 

 

P19 ではドラフト・ファイナルレポート 2022 年

10 月下旬、ファイナルレポート 2022 年 12 月下

旬〆切となっていますが、P15 では、ドラフト・

ファイナルレポート 2022 年 8 月下旬、ファイナ

ルレポート 2022 年 11 月下旬〆切となっており

ます。どちらのスケジュールが正しいのでしょう

か。 

P20 の「1. 業務工程 (2) 第 2 期：2022 年 2

月下旬～2023 年 2 月中旬（12 ヶ月）」を基準

として、P15 と P19 を以下のように修正しま

す。 

 

P15 

「2022 年 10 月中旬：ドラフト・ファイナル

レポート〆切（第 2 期の業務）」 

「2023 年 1 月中旬：ファイナルレポート〆切

（第 2 期の業務）」 

 

P19 

「ドラフト・ファイナルレポート：第 2 期契

約終了 4ヶ月前 2022年 10 月中旬 〆切」、「フ

ァイナルレポート：第 2 期契約終了 1 ヶ月前 

2023 年 1 月中旬 〆切」 



5. 15 ページ 

（１０）モンゴル政府の政治カレンダ

ーに留意したスケジュール作り 

ドラフト・ファイナルレポート〆切が 2022 年 8

月下旬、ファイナルレポートの〆切が 2022 年 11

月下旬となっている一方で、19 ページではそれ

ぞれ 10 月下旬、12 月下旬となっています。どち

らに合わせるべきでしょうか。 

通番号 4.をご確認ください。 

6. 16 ページ 

（５）本邦研修、（６）第三国研修 

本邦研修および第三国研修の対象者の想定とし

て、CP 5 名＋補助員 2 名と記載されているが、

CP とは 13 ページ「（２）業務の運営体制」で規

定される NDA および MOFALI 職員を指すと理解

してよいでしょうか。また、これら研修に民間セ

クターから参加させることは可能でしょうか。 

CP とは NDA および MOFALI 職員を指します

が、本邦および第三国研修にモンゴル側の民

間セクター所属者が参加することは可能で

す。但し、その場合はプロジェクトにて設立

する農牧業マーケティングプラットフォーム

（AMP）のメンバーに CP 合意の下で事前に

登録されていることが必要です。また、研修

参加者の人選は CP／JICA と相談の上決定す

ることになります。 

7. 18 ページ 

１０-８） ソーシャルメディア（例：

フェイスブックなど SNS 活用やネッ

ト）やホームページ活用（各業界団体

／組織の HP を統合）による生産者と

購買者（消費者含む）との橋渡し等に

よる市場振興活動を試行する。 

ホームページの統合にあたり、ホームページを独

自に立ち上げるための経費の見積もりは必要で

しょうか。必要経費は C/P が負担するという理

解でよろしいでしょうか。 

ホームページを独自に立ち上げるための経費

は CP 等のモンゴル側が負担すると想定して

いますので、経費の見積もりは不要です。 

8. 20 ページ 

５．パイロット事業（案）、および調査

用資機材（案） 

パイロット事業の内容や必要資機材に関し、案件

開始半年頃を目途に決定すると想定されいます

が、その契約変更を待たずにパイロット事業を開

始することは可能でしょうか。 

プロジェクト費用による必要資機材の供与が

不要なパイロット事業については、当該契約

変更を待たずに開始することは可能です。 但

し、P16 (7)調査用資機材「本事業期間中に実

施するパイロット事業については、事業開始

後にモンゴル側 CP、本業務実施契約の業務従

事者、および当機構間で協議の上決定する。」 

に記載のとおり、先ずは上記関係者間でパイ



ロット事業の選定合意が必要であることにご

留意ください。 

9. 配布資料「モンゴル農牧業バリューチ

ェーンマスタープランプロジェクト

_RD」p11 

7. Input (2) Input by MOFALI, NDA and 

other Participating organizations 

3) Counterpart budget necessary for 

the implementation of the Project 

現地業務費に関して、カウンターパートのプロジ

ェクト活動に係る宿泊及び日当は全て原則先方

政府の負担という理解でよろしいでしょうか。そ

れとも地方出張時等、一部の日当・宿泊費はプロ

ジェクト負担とする場合、モンゴル政府の規定等

をご提供頂くことは可能でしょうか。 

 

現地業務費に関して、カウンターパートのプ

ロジェクト活動に係る宿泊及び日当は全て原

則先方政府の負担となります。 

10. P3 7 プロポーザル等の提出 

 

「a）技術研修費（国内事業費）：500 千円（プロ

ジェクトスタッフ同行金額として）」とあるが、

これは、P16（5）本邦研修における補助員 2 名

（プロジェクトアシスタント）の同行旅費という

ことか？もしくは、別の技術研修を日本国内で開

催するということか？ 

通番号 1.をご確認ください。 

11. P18 【各成果に係る業務内容】 

１０－４） 

「モンゴル国内で日本関係者含む産官学連携お

よび農商工連携を促進する交流会などのイベン

トを開催する」とあるが、ここで想定される日本

関係者とはどのような所属の方で何名程度なの

か？また、この日本関係者の旅費・滞在費はプロ

ジェクトで負担するのか？ 

これまでモンゴル農牧業に関わってきた、或

いは今後関わりたいという日本民間企業に加

えて、日本の大学や日本の畜産物輸出振興に

関わっている官公庁を想定しています。但し、

始めはトライアルとしてモンゴルに所在、或

いは既にモンゴルで活動している日本企業や

大学を対象として開催することを想定してい

ます。尚、日本関係者の旅費・滞在費はプロ

ジェクト費用から支出せずに参加者の自己負

担を想定しています。 

12. P18 【各成果に係る業務内容 

１０－５） 

「物産展および商談会などビジネスマッチング

を図るイベントをモンゴル国内で開催」とある

が、参加対象者はモンゴル企業のみか？あるいは

日本企業を含むモンゴル以外の企業も参加対

象者として想定しています。なお、日本関係

者の旅費・滞在費は、プロジェクト費用から



ビジネスマッチングの相手として日本企業等も

含むのか？その際、日本企業側の旅費・滞在費は

プロジェクトで負担するのか？ 

支出せずに参加者の自己負担を想定していま

す。 

13. P18 【各成果に係る業務内容】 

１０－７） 

「日本や第三国研修で開催される物産展、および

展示会」とあるが、具体的に想定される物産展や

展示会があるのか？ 

FOODEX JAPAN、雑貨 EXPO、ファッショ

ン雑貨 EXPO、Vietnam International Trade 

Fair 等を想定していますが、よりモンゴル農

畜産品販売促進に繋がる物産展や展示会があ

ればプロポーザル内でご提案ください。 

14. P18 【各成果に係る業務内容 

１０－３） 

「・・上記 1-2）のデータを整理し・・」とある

が、正しくは「上記 10-2）のデータを・・」で

はないか？ 

通番号 3.をご確認ください。 

以 上 


